
平成22年度新潟県公立高等学校入学者選抜要項の主な改訂点等

新潟県教育庁高等学校教育課

選抜方法及び出願手続きに関する改訂点

１ 「Ⅰ 基本方針」の「１ 入学者の選抜方法等」の(3)に「なお，中学校学習指導要

領には，『平成21年４月１日から平成24年３月31日までの間における中学校学習指導要

領の特例を定める件』(平成20年文部科学省告示第99号)により定められた学習内容を含

むものとする。」を追加し，「平成21年４月１日から平成24年３月31日までの間におけ

る中学校学習指導要領の特例を定める件」（平成20年文部科学省告示第99号）により，

現行の中学校学習指導要領に追加された学習内容を，学力検査における出題範囲に含め

るものとした。（ｐ１）

２ 一般選抜における学力検査の時間割の一部を，次のとおり改訂した。（ｐ７，13）

【改訂前】 【改訂後】

受付 8:35～9:00（25分間） → 8:45～9:05（20分間）

受検上の注意その他 9:00～9:30（30分間） → 9:05～9:30（25分間）

３ 欠員補充のための２次募集における学力検査の時間割の一部を，次のとおり改訂した。

（ｐ10，14）

【改訂前】 【改訂後】

受付 8:35～9:00（25分間） → 8:45～9:00（15分間）

４ 平成22年度入学者選抜から，新潟市立高等学校全日制課程普通科の通学区域を，新潟

県一円に変更することにより，このことに関わる記載を削除した。

様式に関する改訂点

５ 様式１「調査書」について，「行動の状況」の欄から「向上心」及び「寛容・協力性」

の欄を削除した。（ｐ27，28）

６ 「『調査書』の記入について」の説明に，「(16) 平成15年度（平成16年３月卒業）以

前の卒業生の調査書について」の項目を追加した。（ｐ31）

７ 様式２「成績一覧表（その１）」，「成績一覧表（その２）」について，５段階評定が

できない教科がある生徒の記入方法を改訂した。（ｐ32，33）

８ 「入学願書及び受検票作成上の注意」と「志願変更作成上の注意」の説明に，「志願

者が満20歳以上の場合は，保護者氏名と保護者住所の記入及び保護者印の押印を必要と

しない。」の項目を追加した。（ｐ50，53）

９ 様式推１「推薦入学願書」，様式３「入学願書」及び様式５「志願変更願（乙）」に

ついて，それぞれ「新潟市立高等学校（全日制普通科）の志願者の通学区域」の欄を削

除した。（ｐ35，49，52）



その他

10（付表２）「学科の一覧表」から，「直江津高等学校普通科」を削除した。

11 選抜方法に関する変更

(1) 推薦選抜で推薦枠に変更のあった学校

ア 県立新潟西高等学校普通科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

イ 県立新潟東工業高等学校機械科と電気科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更し

た。

ウ 県立豊栄高等学校普通科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

エ 県立西新発田高等学校普通科の推薦枠を募集定員の15％以内に変更した。

オ 県立三条商業高等学校国際教養科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

カ 県立加茂農林高等学校農業科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

キ 県立八海高等学校普通科と福祉科の推薦枠を募集定員の30％以内に，体育科の推

薦枠を募集定員の50％以内に変更した。

ク 県立塩沢商工高等学校機械システム科と商業科の推薦枠を募集定員の30％以内に

変更した。

ケ 県立柏崎総合高等学校総合学科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

コ 県立糸魚川白嶺高等学校総合学科の推薦枠を募集定員の30％以内に変更した。

(2) 推薦選抜における課題作文と自己ＰＲカードの選択に変更のあった学校

県立村上高等学校普通科，県立十日町高等学校全日制普通科及び新潟市立万代高

等学校普通科と英語理数科が課題作文に変更した。

(3) 特別推薦の種目及び募集枠に変更のあった学校

ア 県立新津工業高等学校で，種目を野球に変更した。

イ 県立十日町総合高等学校で，種目をスキー（クロスカントリー男女）と陸上競技

男女に変更した。

ウ 県立糸魚川白嶺高等学校で，従前の器械体操男女５人の特別推薦枠による募集を

行わないことに変更した。

(4) 一般選抜における調査書と学力検査の比重に変更のあった学校

ア 県立新潟西高等学校普通科が調査書：学力検査＝３：７に変更した。

イ 県立西新発田高等学校普通科が調査書：学力検査＝４：６に変更した。

(5) 一般選抜における選抜方法に変更のあった学校

県立八海高等学校福祉科で，従前実施していた面接を実施しないことに変更した。


